
環境活動支援事業補助金

申請の手引きはこちら

福岡市 環境 補助金

令和5年3月発行

補助申請 事業実施 実施報告審査交付決定 補助金額の確定

令和5年度 未来へつなげる環境活動支援事業補助金の申請について令和5年度 未来へつなげる環境活動支援事業補助金の申請について
未来の子どもたちに美しい地球環境をつないでいくことを目的として、
対象となる事業に取り組む市民団体やNPO法人等の皆さんの活動を支援します。

◆その他支援

◆手続きの流れ

◆申請時の注意事項

◆対象となる事業
　①地球温暖化対策　②ごみ減量・３R（リデュース・リユース・リサイクル）　③自然環境保護
　④環境美化　　　　⑤環境教育・SDGｓの普及啓発　　　※すべて市民参加型の事業に限る

◆補助金（各コース）の内容
　団体活動支援コースでは、ひとつの目的に向けて年間を通じて実施する環境活動を支援します。
　環境イベント支援コースでは、環境をテーマとしたイベントや講座を企画、実施する活動を支援します。

※1　審査の際にAコースは事業のプレゼンテーション及び質疑応答、Bコースは質疑応答が必要です。
※2　プラスチックごみ減量・地球温暖化対策・森林資源利活用に関するイベントの場合、上限額は12万円までです。
※3　イベント支援コースの申請書は活動を始める日の２か月前までの提出が必要です。

　・福岡市の他の補助金（自治協議会の共創補助金など）、その他支援を受けている事業は対象外です。
　・交付件数は、予算額の範囲内となります。
　・申請には要件があります。詳細は市ホームページの交付申請の手引きをご覧になるか、下記の相談・受付窓口へ
　　お問い合わせください。　　

　　以下の支援もあわせて受けられます。
　・市情報プラザ等でのチラシ配布、環境局ホームページへの情報掲載などの広報支援
　・イベント等※4の参加者に交通系ICカード（はやかけんなど）のポイントを付与
　　※4　プラスチックごみ減量・地球温暖化対策・森林資源利活用に関するイベント・講座の実施に限り、かつ別途申請を要する。

◆相談・受付窓口
　　〒810-8620　福岡市中央区天神１丁目８番１号
　　福岡市役所環境局環境政策課
　　電話：092-733-5381
　　メールアドレス：k-seisaku.EB@city.fukuoka.lg.jp

コース名
Aコース

７人以上の団体
活動年数が３年以上

３年間

対象経費の
４分の３以内

50万円

４月１日（土）～
４月30日（日）

Bコース

３人以上の団体

３年間

対象経費の
４分の３以内

20万円

団体活動支援コース

年間を通じて活動を行う団体 単発でイベント等を
行う団体

３人以上の団体
来場者見込みが15人以上

累計で２回まで

対象経費の
５分の４以内

10万円（12万円）※2

1月31日(水)まで
随時受付※3

環境イベント支援コース

対象

団体要件

補助継続
期間等

補助金額

上限額

申請期限

未来へつなげる

令和5年度

申請団体
募集

日本と世界を変えるための17の目標です。

補助上限額

50万円

団体活動支援
コースA

補助上限額

20万円

団体活動支援
コースB

補助上限額

10万円

イベント支援
コース

環境活動支援事業補助金

申請コース

広報支援も

受けられます

※1※1 ※1※1

市民団体やNPO法人等の皆さんが
自主的に取り組む環境活動を支援します



令和４年度に補助金を活用して実施された取組みについて、ご紹介します。

◆活動についてのお問い合わせは、各団体へ直接ご連絡ください。

愛宕山森づくり：ツクシヤマザクラ・
里山の生きもの・探索路作り
愛宕山の森は、街中にありな
がら、緑豊かな自然と歴史文
化に親しむことのできる貴
重な存在です。市民とともに
里山植物や在来種ツクシヤ
マザクラを保全し、甲虫・蝶
を繁殖、森の探索路整備の活
動を行っています。

【主な活動場所/愛宕山】

Eメールアドレス：oguma@seinan-gakuin.jp
ＴＥＬ：092-881-5946
愛宕の森と緑を守る会　代表者　小熊 和郎

間伐材での杖作り

環境美化・保全事業
当団体は海岸の環境美化や
保全を目的として、福岡市西
区の玄界島に拠点を置いて
活動しています。日々海岸に
流れ着く大量のプラスチッ
クなどの海洋ごみの清掃活
動を行いながら、島内外の方
に海洋ごみの現状を伝えて
います。

【主な活動場所/玄界島】

Eメールアドレス：kouyuu.hamada@gmail.com
ＴＥＬ：090-9795-5328　ＦAX：092-809-1145
一般社団法人コウユウ　　代表者　濵田 光浩

玄界島海岸清掃活動

臨海のビオトープで、西日本
在来の樹木と水生生物を観
察し、メダカの飼育容器や産
卵床をペットボトルなどで
手づくりし、メダカの飼育を
日記などにまとめ、生命の不
思議や生態系について学び
ます。

【主な活動場所/クリーンパーク臨海緑地・臨海3Rステーション研修室】

Eメールアドレス：m.babasaki@gmail.com
ＴＥＬ：090-5727-8219
環境共生実行委員会　　代表者　馬場崎 正博

ビオトープ樹木観察

身近な環境の保全活動等を通
じて地域愛を育み、住みやすい
環境を保つため、親子で参加す
る公園への花苗植栽と管理、し
め縄飾りづくり等を行ってい
ます。住民交流が活発になり、
環境問題を親子で考える機会
にもなっています。

【主な活動場所/西新近郊及び西新公民館】

Eメールアドレス：motomura401@yahoo.co.jp
ＴＥＬ：092-841-6315
西新６丁目１区自治会   代表者　自治会長　元村 桂助

花苗植栽

生ゴミ堆肥作り
西部3Rステーションにおい
て毎月第2、第４土曜日、
13時～16時に堆肥作り相
談会、その他随時公民館等
での講座の開催をしていま
す。家庭からでる生ゴミを
宝物に、色鮮やかな花や元
気な野菜を育てましょう！

【主な活動場所/西部3Rステーション】

Eメールアドレス：tuntunsi@me.com
ＴＥＬ：080-3981-3956（中村）ＦAX：092-752-6138
ふくおか環境倶楽部　　代表者　大浦 宗則

生ゴミ堆肥作り講座

フィンランドで始まった「ク
リーニングデイ」を福岡で開
催しています。 気軽に楽しめ
る参加型イベントの中で、
アップサイクルや3Rを軸に
活動する事業者を紹介するこ
とで参加者の理解を深め、実
践につながる きっかけを提
供しています。

【主な活動場所/福岡市内】

Eメールアドレス：cleaningdayfuk@gmail.com
クリーニングデイ福岡　代表者　古賀 由美子

トークイベント
＜コーヒー豆カスをバイオ肥料に＞

SDGs啓発・実践セミナー等の実施
全ての中小企業にSDGsが浸
透し、経営に取り入れられる
ことや、正しくSDGsを理解し、
社会に貢献する若い世代を育
むことを目的として、中小企
業SDGs支援の専門家団体と
して、豊富な知識や経験に基
づいた講座を開催しています。

【主な活動場所/福岡市博多区】

Eメールアドレス：sdgsnetworkf@gmail.com
ＴＥＬ：092-710-7781　ＦAX：092-710-7782

一般社団法人福岡県中小企業診断士協会
SDGs推進ネットワーク福岡　代表者　越川 智幸

後継者のためのSDGsセミナー

生ごみ堆肥で微生物の活性化！
元気な土作り！野菜作り！
「身の回りにある生ごみや雑草
などを使って植物性の堆肥作り
を研究し、野菜作りを実践す
る。」「街に住む人々が１時間以
内の移動で自給自足の体験を得
る。」これらの活動から日常での
ごみの削減や環境への配慮を深
め、未来へつなげる活動です。

【主な活動場所/福岡市西区】

Eメールアドレス：nao.hon@gmail.com
ＴＥＬ：090-5724-8699　ＦAX：092-836-9393
藍陽農園みんな　　代表者　山吉 尚美

茶殻堆肥で芋作り！みんなで芋掘り！

映画「プラスチックの海」上
映会とプラごみチャーム作
りの子ども対象ワーク
ショップ。映像で世界の海
を、講話で福岡の海の話を聞
き、福岡の海で拾ったプラゴ
ミでチャームを作り、海の環
境のことを学び合いました。

【主な活動場所/まちスポ福岡東】

Eメールアドレス：main@msfuk.jp
ＴＥＬ：092-719-0290　ＦAX：092-719-0291特定非営利活動法人アクションタウンラボ

代表者　代表理事　耘野　康臣

プラスチックの海&チャーム作り

アオサdeクッキング
子どもたちが博多湾とアオ
サについて講話で学び、そ
の博多湾で採取されたアオ
サを使ったふりかけ作りに
挑戦。大量に発生している
アオサが悪いのではなく、
発生してしまう原因を学
び、どうしたらいいのか学
びました。 アオサふりかけ作り

博多湾ワカメプロジェクト
11月にワカメの幼芽が着生
した種糸をみんなでロープ
に巻き付け、人工海浜の地
先に設置して、翌年2月に
収穫・試食する体験をしま
す。五感を通して物質が循
環していることを実感し、
環境保全の大切さを理解し
ます。

【主な活動場所/愛宕浜】

Eメールアドレス：yama@fukuoka-u.ac.jp
ＴＥＬ：090-2394-2532　ＦAX：092-775-4936

博多湾わかめプロジェクト実行委員会
代表者　井上 嘉人

ワカメの収穫

身近な自然環境との安全で
日常的な関わりを提案し広める事業
身近な自然環境から得られ
る恵みや豊かさは本来日常
的に享受できるものです。
本事業では、安全面や制度
面に配慮しつつ、多くの市
民の方が身近な自然環境に
日常的な関わりを持つきっ
かけを提案・提供していま
す。

【主な活動場所/樋井川流域】

Eメールアドレス：mizutomidori.fukuoka@gmail.com 

ＴＥＬ：092-871-6631 内線6462
（福岡大学工学部 社会デザイン工学科 水工学研究室）

水と緑の楽校　　代表者　伊豫岡 宏樹

川遊び前の安全指導

室見川の環境を知って伝え、一般市民とともに
自然豊かな環境の保護・保全を目指す
室見川環境の再生を願い、
その現在と過去を語り継
ぎ、未来へつなげる取組み
を行っています。市民、特に
子どもたちの室見川環境へ
の意識を高めるため、小学
校や保育園、公民館などで
環境教育・学習を行ってい
ます。

【主な活動場所/室見川流域】

Eメールアドレス：yama@fukuoka-u.ac.jp
ＴＥＬ：090-7296-2618　ＦAX：092-775-4936
室見川再生を語る会　　代表者　山﨑 惟義

室見川で水生生物採取中の児童

東区にある和白干潟にはた
くさんの生きものたちがい
ます。160万都市にある「生
物多様性ワンダーランド」で
す。夏にはカニ、貝、ゴカイ、
冬には渡り鳥などを、和白干
潟の「子供調査隊・ガタレン
ジャー」を中心に、オリジナ
ルの干潟図鑑を使ってみん
なで調査しています。

【主な活動場所/和白干潟】

Eメールアドレス：cocontei-matsu@nifty.com 
ＴＥＬ：080-5251-8677

ウエットランドフォーラム
代表者　松本　悟

和白干潟・夏休み市民調査

福岡でつくるアップサイクルデイズ

地域愛を育てる環境活動体験事業
～地域環境の美化と再生・循環の体験～

臨海ビオトープメダカ観察会2022

和白干潟 de SDGs

プラスチックから海を救え！
映画上映会とプラごみチャーム作り！

団体活動支援コースA

団体活動支援コースB イベント支援コース


